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いつ起こるか分からない自然災害。日頃 

の備えが大切と分かっていても、なにをど 

うすればいいのか、我が家の災害対策は充分なのか、戸惑いを感じている方

は少なくないと思います。さらに、妊産婦や乳幼児がいる場合に必要な備え

とは？それを考えるガイドとして横浜市が『親子のための防災ハンドブ

ック』を発行しました。 

これから、風水害の懸念が特に大きくなる季節。地震と違い、ある程度は

予想ができます。その備えとして有効なのが『一人ひとりの家族構成や地域

環境に合わせた避難行動計画＝マイ・タイムライン』。このハンドブックには 

「マイ・タイムライン作成のすすめ」が

付録でついています。 

災害対策にゴールはありません！繰り

返し備えについて考え、確認することが

大切です。皆さんの支援場所でも防災に

ついて話題にしていただき、参加者さん

にぜひお勧めください!! 

はぐはぐの樹

で配付中。 

WEB 版は 

こちらから↓ 

真夏日の初日が早まったり、梅雨とは名ばかりの晴天続きだったりと、近年の急激な気候の変化には溜息

が出てしまいますが、半面少し慣れてきていることに複雑な気持ちがします。特にこの季節のやり過ごし方

には新しい知恵が必要になっていることを実感しますね。どうぞご無事にお過ごしください。 

子育て関連 

情報スクラップ 

今年も夏季期間中、横浜市内

の屋外公園プール 26か所が

オープン。また、市内の公園

で、水に触れる遊びを体験

することができる様々なイベン

トが開催されます！ 

★公園プールごとに「スタンプ

ラリー」や「水泳ワンポイント

レッスン」などのイベントを実

施。 

★水遊び場の設置や水鉄砲での

水遊び、水辺の生き物観察など

のイベント・体験は全 30カ所

の公園で実施。 

★市内 23カ所にある「子ども

たちが野外でのびのびと自由に

過ごせる遊び場＝プレイパー

ク」でも、様々な水遊びが体験

できます。着替え、タオル持

参、汚れてもいい服装で。 

詳しくはこちら⇒ 

麻しんは感染力が極めて高く、肺炎や脳炎などの合併症をおこし重症化す

ることがあります。それを防ぐために麻しん風しん混合ワクチン(MR)接種を

お勧めします。    ＜令和 7 年度中の定期接種の対象者＞ 

１回目：１歳になってから２歳の誕生日を迎える前日まで 

２回目：平成 31年 4月 2日から令和 2年 4月 1日生まれの方 

令和 4年 4月 2日～令和 5年 4月 1日生まれの方 

平成 30年 4月 2日～平成 31年 4月 1日生まれの方 

この年代の方で令和 6年度中に MRワクチンの接種を受けら

れなかった方は、お手持ちの予診票をそのまま使うこと

ができます。(令和 6年度、一時期にワクチン偏在が起こ

り、接種の予約が取れなくなった事からの例外的取り扱い。

令和 9年 3月まで) 

上記対象者以外の方も、MRワクチンは小学６年生までは区役所への 

事前申請により無料で接種することが可能です。(横浜市独自の制度) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療的ケアのある子どもたちを描いた絵本が 

出版されました！ 
地下鉄蒔田駅から徒歩 4分にある、すもーるすてっぷ保育園の運営など、医療的ケア 

のあるお子さんとそのご家族の支援に取り組んでいる NPO法人 Small Stepが『ゆめ 

いろほいくえんのいちにち ～いりょうてきケアのあるこもないこもじぶんらしく～』 

を出版しましたので、ご紹介します。 

この絵本は、保育園での１日を通して、医療的ケアのある子どもたちも、そうでない子どもたち 

と一緒に成長し、関わり合う姿が描かれており、子どもたちの「ありのまま」の姿を地域に届けたいと制作さ

れました。どこか懐かしさを感じる温かなタッチで表現された生き生きと過ごす子どもたちとそれを見守る園

のスタッフ。それぞれの子に必要なケアについても分かりやすい説明があり、理解に役立ちます。ぜひ、多く

の人にお読みいただきたい絵本です。 

絵本は、はぐはぐの樹、さくらザウルス蒔田ひろば・六ツ川ひろば・中里ひろば、えの木、 

M-HOUSE三春台で配架しています。また、支援場所設置用に入手したい場合は、NPO法人 

Small Stepのホームページからお問い合わせください。 

「にこで～和手～」第 52 号 
【発行】南区地域子育て支援拠点はぐはぐの樹 

(サポートルーム)  

〒232-0056 南区通町 4-115 アイルイン弘明寺２階  

TEL:720-3655 FAX:715-3815 MAIL：info@haghagnoki.jp  

★年 4回発行しています。ご意見ご感想お待ちしています！ 

５月２０日（火）に「子育てサロンほっと mom」さんにおじゃましました。 

会場は２階にあり、１階入り口前ではスタッフの方が笑顔で出迎えてくださ

いました。開所時間前から続々と親子さんが集まり、この日は１０組の親子

さんが来所していました。中には育休中のパパの参加も。 

１０:５０まで自由に遊んだり、おしゃべりした後は、スタッフの方によ

る手遊びや大型絵本読み、そして赤ちゃん体操の先生を迎えて「バスに乗っ

て揺られてる♪ＧＯ！ＧＯ！」と楽しい体 

遊びの時間。その後は「しゃぼん玉」の曲 

にのってパラバルーン。体を動かした後には、ほっと一息お茶タイムがあって、 

お誕生日のお子さんのお祝い。最後はお楽しみなどなど・・本当に盛りだくさん 

で、あっという間の 1時間半でした。 

担い手さんはサロン立ち上げメンバーのベテランの方から、このサロンの卒業 

生の現役ママまでと層が厚く、来所のママ・パパと気軽に地域の話をする姿が印 

象的でした。サロンの担い手は卒業したものの、毎月「ほっと mom新聞」を発行 

して運営に携わっている方もいらっしゃるとのことで、地域に根差 

したサロンなのだ 

なぁと感じました。 

 

子育てサロン ほっと mom 

日 時：第３火曜 １０：００～１１：３０ 

会 場：お三の宮地区連合町内会館 

対 象：０歳～2歳未満児と保護者 

会 費：１００円 

子育てパートナーの 

子育て支援活動紹介 

子育てサロン 

ほっとｍｏｍ 

季節に因んだ話

題が綴られてい

て、読むと“ほ

っと”する新聞

です(#^^#) 


